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■ イエス様のたとえ話 

イエス様は、多くのたとえをもって、弟子たちを教えていました。しかし、もはやたとえで話す

のではなく、はっきりと父について伝える時が来ます。聖霊が弟子たちに臨まれる時、助け主の

聖霊はたとえ話の教えよりもはっきりと、父について伝えてくださいます。 

 

 

■ メッセージのポイント 

 (1) 弟子たちの信仰の違い‐クリスチャンの信仰は何が違うでしょうか。 

人生において信仰は最も大事なものです。聖書に「義人は信仰によって生きる」と書いてある

ように、人が義と認められるのは信仰によるからです。ですが、正しい信仰とそうでない信仰が

あります。 

 

 

(2) 弟子たちの信仰は正しいものでしたが、知識と理解においては未熟なものでした。 

弟子たちは、「イエス様が神から来られた」と信じました。しかし、イエス様の十字架を理

解することはできませんでした。 

 

 

(3) イエスを信じる者に約束された平安‐それは苦難の中でも与えられる平安です。 

弟子たちの苦難は罪の故に受けるものではありません。イエスを信じる信仰の故に苦難を

受けるようになります。ですが、イエスを信じる者には、イエスにあって平安が与えられ

ます。 

 


